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止に ！＇主I I 
lベiけによ rノご与らに悪化するとし寸危機的状似山
中て， ゾ l-ニlパ政権は唱政策を転換し A 度閣外i二
j色｛えした .－－：＿ レ・サう－~経済大臣にむかえいれ，





















；士、 Fュ二 τえの；，）［j'jj約!10キロ Jートルに位置し曹
と；J,1- ト県のメンゼル・ブルギパl朽の近郊数キロ
山地点にあるメ、ソリン農業生産協同組合（l'!nit：－‘ 





官｛1i: r ·一一〆，＇山 w~長 I,\' i二よる！？？一！日1(l(!l:i(i:q. 
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制約も主心ことぷi>，・＇司 ペコた「〉調査j也をふやし乙
民主生！主！必｜司王十l{_;-,1）特定の1a1にJ ノL、ての情械を
えらと，IL ソ，＇！ i二両l宣を集中的に行な＼ ＇，なに
仁川も！；寸対象i二J 八、ての全f本！ヰ：を－ ) i) ,,h ／：二L、と
ちえた Jン1・;::・.i)勺る
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ト県ジ）｜以農協で、 十ソ；） ：.農協に！主＼・t＂己資料を r1J
能ぺ pう‘さり収集す心ことから；士仁めた そ Lこそ
れ円全十:iz,1十ることによ－ ' ＇ご生じた多：山疑問！
，ん
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レJ,J誌にもたんあって観察した仁この上 7；こし ζ 、
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十概況
千二上二／アにおい℃， 農業生産協同組合がか］，没
コれるにゼ ＇） た歴史的背tと 今1＜｝）チコニシアしり
主主生ir協，，司組｛；－t:f1，二:tsし、てう 三i[flドl）調1t対象
／一心メツ！）ン民協がどの仁うなj也（止にあるかとい






'.)J戸数i土少なか J 》たが、 これらの農場が所むする
農地J）面積はき チュニジアの独立直前におv、てμ
~1 表独立1)11の子工二ふアにおけるヨ－ p ＇ソバ人農業
iーロァパ人農業経’V:1'数
をの民地 j(1 依















(/1 ！日1() Jean l'oncet, La colonisation l't l'a7n 
,·11f/11r,• !'111'0／寸l'!Ull'S ‘・1 1・IIll日ど dcj>11is 1881 
( ¥loulen 8, Cn., 19fil), pp. :l'.19、fil7.
( i ) ォ Fュニンアの全農地1fi1t（はがJ:l50]jh，乏し





1%3年 3月 2f~ 議定書
19fi4年5月12日法 律
99,fifi9.8 
3札制0.1 l -1958年 フランス舟軍伊akiet~i<li-You回ef 爆撃事｛＇＼：
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た農地が， 独立後， 7 ランス政府とのさ主ざまな
交渉を経て，漸次チュニジア政府の手にもどり，
1964年 5月には残余のすべての外国人所有農地の





















I I （人） I (ha) 
創立組合数1 I i組合員数｜；農地面積
15 I 670 I 90噌 343
81 I 5,030 i f,7,452 
50 I 3,035 ! 40,:H7 
fi7 ' 5、lfi2 I 70,()0() 





























































































































) t: r、そi! : 1とイソ：I－山数：ド；t例外（Y.）て：Ifγマ
I 人主任；: (/J民；也iTi般に， , '. -C i,. ーと n IJ山•.＇）
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九J,i1t.二J事正 γ うぷをf会長、Iしごλ 仁 －） ·• j)if掲第 4
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OJ 
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11 i正If ；也
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，：ア人：:1 1 > （その取得力以、；t1;1gいの／jff Jlhと！c
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トI／、山 ／J，・〆川， hi・パITけ1'.": Jl¥ J主＆： t‘n来守 I！行J：と 手 L -. , ・r （／） ~tll 、主後、 はどんどすべ亡グ〉コロン
寸ろ組子？民数； k[ ]II fうでふろ円に、 JJUF・¥!cl f干数 方、 -r－＂二ジ f政府によるかれらの農地賎収の事
:rゴit，：こ [・ 'i:行い f fをを子intして‘帰［ιi（！）準備をはじめて L、たという J
総 L：ζ、 二AI「） c'）数字でなるごI，芳；） I ，ハJ＞）た lt.Jfil"f-•I) l: t＇～ト危機（／ j:1’（／）際， H人び）コロ〆
l始J、， f丁j・/1【；,"r-f汁j；：、 般 にlヒノ、 けとしてそ央；~it て
: t t; ＇.、一 ご ）， 1 二、二九乙·•， 二 .！•）；＇！）J；，，士 jil 泣t
寸る農業t'I'＼°た人v'lJ'filjで円、 三，／）いにじJ 会J¥}
it‘ 少fょくと tじ、γ：l ト1；，；ご；； •，、 C :t F契WU内！
た民i誌であけ、 経’｝ぞか＇ -・1ζ くトャて I，、ぷ i_ui1お
である＂
2. 土地所有関係の歴史的変型
ご三では‘ 干ヮ二二ノ、ア♂；_fえt史， .j t:. ,! ＇九フラ
ンミノ）杭民J也（ヒ泊 A ,-..独立を経て、 •:\ lh c') ~）＇.立に干




を？「i「ず・i,1Hけして Lt , ／こ こd)j也Jiをi土ビー，；’L ト
I ri iう、 i) :J,（）、千ロぐ九 L、（！）J也点でも湾、 i)' 二のとき：t
7ラン ζ 軍／），ゴリ〆農j坊の一つにI.H1liL. 周辺の
l ;1 ＞とその家肢は， そこに｛県議されたが千ュ二
, T f、農民とのIi司に衝突アhftは発生していなし、ο
弓人♂）コロンが放i目してい，，た農地はIt!宥化さ，；j)
l＇.川 i'<f-J 川、ソリン農場の，l支：立まで， rn1営農場とし
て経営さ jLてL、よこ
じ・l;•t. ト危機ののお ι そこにふみとど支 J J てL‘
t: :J人グヲコロンのうち 2人の農地は， すベどの外
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5 , ， 
l l 
1 82. 7 40 22 20 
2: 73.5 n o o 
:i 2ろri.8 181i :!6 46 
4 パl.7 17 17 47 
0 20 
PJ 
:, パ：LO h'.! 
50 .0 20 



































0 100 8 l所有者は，チュニジア｜司
1籍を取得






時8(20) 88.1 42.0 
:¥8 18) 29.6 23.4 
,j、 古'ti 5fi 20) :~5.8 36.•1 
162(2) 153.5 100.0 














」、ノリン民坊の農地はf1iJ記の 1:if 地を特とし 係にあるものであるりしたが p pて，二二〔ハ地域内
て， さらにその周辺のチュニジア人農民が所有し での零細な不在地主の発生は，農民の階層分化と
耕作してい！？二小区画：i)J1i J也を拠!I¥させて設立され L、うより ι、 イζ ラムの均分十[l続とし、うわく組ι勺
た。 この農場の設立にあたって行!i.われた政府当 中で， かぎられた農地において生じた人口の増加
),i] el子備調究によれば、三れらの小I式：画の農地ろ2h ぷもた！＇，した結果てあって、 三れらの零細な不在
ぺ今々ールiE『四つの j也医， 2丸山ノlpく画仁うI討さ j，主主の｛（｛I：は， そのふのとしてi土一つの階級関係
れ， :317名の所有権者がi"lをつらねていた。ここで の発生としてみることはできない。いうなれば，
紙数の関係では体的！ド仰lを示4ことは＇rn浴1る かれらのi’i生的た外延的発展の契機が，植民地｛ヒ
ヵ：， それらの土地の細分化は，イスラム法の均分 によってつみと人れ， とじこめられた地域でのか
相続の結果ボあることが;bかる 二こでi士山うの






















:'t ,J；したものである〉この表iこ上れば，自分の農地カミ71, l籍を取符 Lfこlじコロンご1～ら
/1,はメツ：；〆じ：！窃参加をi；百＇.＿.，
Jこチュニ
全体の 5:!.S%を：拠ji＇，して組合 U!.f.こなったも山はちメツ｝）〆 t~Hihの
この地域で l家脱がまた，をJ:iめるにすぎない。農地のまん中にあるかれの所有する 120ヘケター
生前してゆくのに必要な農地は 10ヘクタールといチュニジア人のブドウ酒製造業ルのブドウ簡を，
そ山 IOヘクタール以上の農地を所,'. ,;/1亡いるが，今ブ？ドウ 1,i；こは管理人かれア人うJ者に貸しい
わずか：1r，にすぎな v、。j'fし拠出しえた i山ii‘’ 1なおブ！、 ＇！ 山栽培がわなJ》jLてし、る。
5ヘクタール以下の農地を所かれらの大多数は，メツリン農場の計画区域内もう 1人の地主は，




ールを所1JIるチュニシ γ 人としてi・t ／＿，、／りたき





s5 !52.5 I 22 
86 147.5 ! 77 
29*, 16.0. 27 
忌7 31.5: :,I) 
｜ヌ：域外/Jll国有i也｜天域内にあるかれの農地を，泊二，





政i'.f'1 I'. J者が農ト品川没丸を推進＿I~'. 
って強制的tr.手段は用いないという古l!FJをう九づ
けて L、る。



















































（山B庁〕 Servicedes Affaires Fonci企resの調査。














第9表 去一員の構rJ;/J'Jfifi年＇..I) ) l.hl.在）
i長 ｜前照
組 ｛， K 1371もとコロン差是均，｝；用労働／＼
副車R（，長 13917.〔qha農地を拠／I',











第10表 組合Hの就業日数(l965/66{j :) 
I A ,- B 
削減｜皆目lt去jA悦）
95 I 58 i 61 
29 I 22 I 76 
























;j ! :.tいまどに (l967{FR月現在）実行さitず，翌年
度分についても同様に内部に留保されたままにな






















会日）百任のも左に決定~ ;j L’）ミ？？ざ JIi'.", o 委員会は
じIL(,J三，国1）組合長， 宍？c:lょ？ト iずII ＇.）入の委員と
で情l長されている。委司会；t;1.~ r Hセ期的仁会合




/, ,J (' l咋業技官が出席すれ. （， 人r 委（主会（T)メンパ
ー：「び監督官は，毘j),_¥: c' γJ主iまと Iv.!'.'1Jt 
・'r，勺い。組合長は外＇ 'i日と nJr日前t二位殺され，吉：



















(.' J 川、てはm節で述べることにナる υ
lf, 1 l習 メツリン農協の組織は
ノへ., 
二ぺ l', 月半y、 F 、，v
おl{i J；ぇ l
1,iJまi;';-J :C I 
,I;:，己 J、
r- , 
:z,.o ! ! 
(21 ！日血機関

























CiU (1) Banque National Agricole. 
(2) Cooperatives Central des Agricultures de 
rurnsll; 

















., i' •／ケ尽を主しヲlu、た額を， この年度にとの農














二二では， この農場が経営：＇ l'J；二 Y山上うな状況
しあるかをこの農場の損益;H'r;?:t;と貸借対照表に
tとJ 八、て検討してみよう 0
第 11表は 1965/66農業年度 (1965年9fl～1966年
8月まで〕のメツリン農協の単純化した損益計算
書である。 この表によれば，費用の総額にしめる
λ 卜、ノケの比率が非常に大－~＇ ', 、こ 1がれかる。
これは，農業においてit i ;cこんどジ｝生産の周期

























山支払＇， ＆メツリン農場に要求 L／；こならば， 消滅










































































































































































i＼ナーノL .r (%) 
J'l!. I :.c .'J 24.2 
産｜パ.5 6.2 
康！ 54旬 1 , 39.7 
金＇ :ig . 4 ! 28 . 9 






























































































収 入 ｜ ｜ l農地1もと常もミ司備考
｜員数（同）拠出者i塁労働l型例
:moディナール以上｜ 1 o .sl o 1 I o ｜組合長
150～200 I 1 ! 0. 51 0 , I I O I機械修
I ' I I i I ｜理初出
［（）（）～150 I 55;¥1.0I 28 I 17 I JO I 
日（）～100 I l 09 60. Oj 62 I 5 I 42 I 
（｝～ 50 I 15' 8. :1 5 I 5 I 5 I 
I I I I I I 
,1- I rn1!100.ol 95 I 29 57 I 





























































































































































































(i'l 2〕 チュニジアけ I10カ｛j;.u i pl!」（1961～70｛刊
の目際数’戸。
(Lt 3) 仁ゼルト詑E. γ） ・y t二7 ( ス耳｛主t；【1， 
1:1,r' 
(it4) 以“ト白 ｝） 符述之は，こ d〕「 ~I'- i円五！！」説l{t(¥It, 
i主t缶j 、にこと ll，なL、カ ｝、 f調l;' lUじ＇）
1，：合め乙 I ＇こととす
（注5) 凶家ii, [1JイJj:也に対しじ lヘクターい＇ i

































民地の 1-<1~1iはと汁 J1 ぞカ‘れ， れれの持人分はも；i
や観念的にしか存在しない。 したがって組合員が







る；）；， t しそれi／λ実現されるた「yば，二 n r協l,i]
組合的土地所有」は，私的土地所有とは矛盾しな


















































































；一、ハこ＂ A Lた私有権的要素t;):, 











もしとの農業1't0J I :I也，－，rむと矛盾する公的↑付加主，1 たとえば，ている。





























C' ' (_,L’1を否定しなかった l7一、つけ＼いール社会主義j













今＇ii仁う h I 1;/J同組f「 形式を jflりしたこ t：ーし
L、hι勾る理il，，二も正っし、このこ，：.-cあっ／：..c.') ;:" 7, 
うか。










f t‘ コロン＇ Jjl.［籍がか.！ ｝グBたたけじすぎ！， iいこを
になるの 他方において，農民一般の中に作在する
1'.1円己文書＝へ，_1，＼りj待にtJ'~l{fl士容えんけれ，t ：仁らな

































j1:i金と ic留保寸；：， L む、う次定をく〆，／iゐえすこ 1
はできなかっfこし， また現状では， この不満はた
円えばおi；＇，を分裂解散させる仁うな」 t1恥＇t':Jな力に

















;{,ll{,-llにすることに上 d 》て）；~てI1 ;~"; :i ,J, 1日j、~·i ゴじf〕 ：.＇ i、（二 l 立 l L lご（玉、 之、y,; > :i:.'s i) ~n ・Jr，長)J
r1、上乃和l（，円をえl通かえて、、石こと；土前l'でJえた l 1｛リ） t: f本（－！二E 下；I., ＼＇ーをひきた、すと L、うl正i二I) L、
農民ゾnj，；こ［組fi＇は ji立
，；札： .1'ハl：う，＇，： 1, en t：て〉主？？［ ζ










.'dk -・,t，じrz人を［県，;i[! ζ、、ふ A:J :1:t, / 
政府機関，1，代N人（：れ／） イ必’ f出i;,_ I：う， -3 iJ C; Iラ'I !;',I壬itli: v 判L:', i 'tご，h ' :_ ,1‘ ~-: f ＼~;f;!J 士 ！ r、＿1\j
-:'d；び，：，rfri；を νりそ1・;-1：、 ！）今5;J Ji こ1，カ，；，、.！ ! ＇二ず，化史｝］！子短二2士＇j-/ c' .!tご＇，.〆）＇.＿， i, ,・) i :_ 二く’L、数巴 r







とL、った：；う；＼，さ｝［長ごrT)主flft 1:-t意j哉は定若' . ,iハ＜，' ・, ~\ l/i1円LC • 'fl)佐 i,'tfk" , . ',_・Jノ、 l、
次0)3 li. iこそれをJ!rtJ1t, l : ', fトL、上弓 －cふる υイl ' y 、ノ；~， I : fごini:, 
1足i’〈！？ 「I ;~ • i:γif Ii：、こ ，！）Jl'k）ふJの設立ぴ）帝王/fijfこ:_ t~ 私 i1ノ）対li’＇i. i山l［文人全‘ピノ，： ト
1' （｝）農協出場（i)JJ {;-チュ二／J 山、仁 1ド・－ .7ト，：：，三、ノ入レ ！卜，！［l'-. -・ ' 1 - )L'iく）、－ ）、、；：［州、：，5-1,w11／二：）
完全i政府び）主導権（／）ιとに設立されてきたft_, :i 4 c'l 1；二7ゴ lー二一J': t.！ょこと y二！（1（「L、‘、 1:,
J、ノ 1)> .f'¥ たとえfl,とL うことふるJ出向しうる-WtMl(,tiJii¥'.z ' 'i;l i, ：，て 1I i ~ ! L ケコJLる
コロ；〆／主‘l二1_;'Fレトf白機山際ラ｝えt・ C，）坊（，fr: Jルご｛，，,1ifr(i'i・1;f必/'j，＿，そ j.. ・ ι ι｛［ ，.，、、
そ，nJ;':'V坊の＇，＇＼＇；用労);ti:¥；を J／.，［可tしこ九日iすしたとさ、・n: JIH }, (I）そjけこんz1: -, 1主，J[.：人iと、
L、f二， .7ょむ〉 j究｛全策に／） i，、 ClJ-J{ （どheikli）を通じ



















.J !_ －・二 YLカ、 J Jご
f主Jy((J「Jil1行乞ノ；＼九L、；任－r;., _j, 






1'il /'1 ／；中］；f/J；己Jド／）ヒじ Ii(! 'i, f，： もどめJt K上令
；~－；ゴ.＇.＼として， おiif日立絡iが必「しも厳衝に);・jf,)j ;: ('J勺；M1-J1,r>-;l,'i＇足ι二lι工こ、Jil，二 Lt三!, ', ' 


















叶そィItj現状てって経？ヨを (f:¥・）二 ！－ ; tできなL、
一・I投農民i士｛也の私有農場に働くイー’ f ザ寸E一 一r・- '・--'' ・- ' '-J、ζ－  l 渉、》、、組 （－；nc，収入を 1国主少させることにたるから℃i C 
,Uミ主労働＇{ff｝.、J・.0）収入をえぐはいなし、という事実現実の結来と ：r ）てあLかし士山差異；上，ある。
私有民場に働く農業労働官L たヵ； J ，て，P 中マ；‘IJ-、／.,_J‘らわjl C' 
に対！て，住民；上組（rnになることに上って，よりでラらかぎり多〈m :2，ハr1 i'lJ, L iぺど i二品、（ヲ
めぐ士,1L 1七球j立に［＇.！分があるとレう認識をもっこぷ .13方、－> 1g1,'t: 山山氏プ、［ゴレ －＇！ リγート合l吸収し、
士山上う t;;,gJ，訟を 4.t, c1-; 1、JIl:lたごi上むさ！r.L、。そ.＇）矛 j伝子議:fJ古~二三て折、大 Li￥算出IHご工って，
ィ：； Ur零;i',Hl/1：農地にか仁り J ) L、てや ＇）
レ飢え金 Lび山、でいる民iモプロレ勺 IJアート；：ぴ）
うる（’）: .t'Jツ！！ン【；ピ




iヒiト<'.i三.t,L、： Jげよごふる l 三（Ii ；＿：う／仁状況；上、 jて
とえば J叶 I, 円一位f;-[11,・、 ,ir (f'zl ifL {1 !;c 
上誌の常用J.1i的汗土／，：るためι、 示1i'をi見＿；J己： I_1こた
、－， ・]I 1YJ t，： ど；：上.＇乙 i,7j"( ,:¥ ). 1 . : ・ , 
二－1, L :, ，：ムl：「il J、q，じi'ti(d) 口、ぃ民／けは NI 「，＇.•，
ろ1/'.;1, 1こり l ご． 1！士阿：r:',qt’J 代.i＜バ／： t,; i: f仁／；ノ：
か乍控it,:?i .て、 ;;'~Kn Jc体 （r')1 (-,, ＼：、 Jとひ
ラf二二とら 1：ち？行 L ごL、ふ勺
ぞ vパ＼＂［（↑」 (i) fιt/1,n1三L てfi(:)dr'J.ヘ：＇， （＇）心～ 忠良i「
l室付にI'l：ーらJ(l,'i'.J・fヴEきて・－.t、七 'j＼；行／；＇傍聴【
f二tl会 i二J) ' ごイ、 二日）議：•＼；川、 j j .h仁、f二日、 ~' 
,I , ,-i』： IKL'ドJ Cト、三、 Lん、 l lCi 1l1 ’；：子
にこ仁｝三たii会山委：［1－う a ；.＇.登山手れそ u'fiをi. ; ; 
i HL~2iLftl （~i.i 川えん／，_: ! , -'. -c n. 1乙ノ
1i.、Jjl]iんlAζ ：・＇ ／し ：i-j) :'. i二L、－， .I：「！ ＇な1iti；ヤ、
I} 'ki lザli，.主計；二間一J・,:))I fぷを il今 F土守 J 、＿＼ ': :-
4、h・'lリ_c'.l.1')i 之＼：ーごとi;r, , ; ~\I(;,: ，バ「：：， j(: 
: ＜ふ J¥; 1.1下Ji子；＼ )/¥e¥v;: ( ' 
' こ'. .：、 ,J1Z)(f •I ’1"'1 全 Kk1 く·， ;-', ＇，、1'と人：＇： ~-; t. 
二υ）よ人；：i11Ui1JTi’Jしごか，l:1'¥:_ !, . IJ/JlH: ::'~1 -~ 
f二九、Il＇.伺JiI: 戸：、＜11, j ! ¥- ／~－ぇ ：｝ 之、
I t'I fJ.＇二t),_. ) d' ,j) fふふ・ :LJ,, （~！£1,,,,i!\J ；，：長；：
!';J Lご，：ie「Lf「Hi・_t, .: ,J 七， JIIU(i~i'ドJ ；二 t I. J.,1外flC 
I lilJ;' It cふる； プ！さん L、民主こtk:'f°4・やi1i:d'Y1Yt
人J) fl. -~, 
等と；＇＿， ふん；！ ll一二る。
：；~業生 r'ft,;t1心地 f， と L 弓経’I之む.＜＇＼；：企伝JHI_ f二fP
！↓I,_.・ iー.）ごふる：.＇.＇U"(:Ji主体的工下＇ c・ ¥ 乞ひざ f
イど L J 二三；二l足lしてiiお土 lj!i文l}JLていた L、.l:
←I Iこみよ；＿ ;:, 壬／トll土／勺 ＇1.'であ J’1.-1 I！、。
);1]¥: J〕 i.:（木ifJL ( ,j,-下－！；＿＿：ひざ f'. • .－，ゐ L:'1 .i:' 
LごJ}l荒＇lrl' l{i; I可制；，という憶えLt:tI e'Uで：t1・うI
,) I I寸也；：＿；； ..て仁川上二（的【＇. J '1 とし、ぅ：fよれ




1弘行行；｝） i 王〕か I~ ！おじ〉問題に｜主j して打lHri的行 l~I心
土，1;L 戸 L 、ふそ、、「｝恥象 （（）＇）~＂J"、｛二 t によ .－） ＇，き 1',
,!1 、く：， ' 乙il二斗 LI二 qデト｝；－.I ,'.・ r-' ，＿！） 下 i'Jレ
l、←士等；ミ＇ ! ¥_；いら快ji処： ：どこにあふ ρ 去、 〆ζ
j l i tん、Jlふじ lj.え，.'J ＼心（ t -?:, /J、r二r',:j'.,J；，＇.人 iこう；》
J ；けされたれ会的iむf,'1:, ：と二 A ‘人さ fパこ l.ii'U~j住
11しうらど婚、う M汗fごあふ；二九志川、／（lぜ L );%!hi，し＇）
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!,]: こWl J-る；：丹＼：G:it, 九人 r}サキ合.L:j出｛占：iこなふ、
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，，，とあふり
これによyぷ状w二J) L、亡、 fH、1r i J;urn；二，＼liJ.jL 
/・J，＇ミ：＋＇：／ U主協l,i］付l(t-とL、う形態it' 二（！ i ・1¥fi'.(l!]IJ! 
/J；（上限心乞配して L 、るこ止を I＼~識をするととに f二 iliそ
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点、 l、t，、にしてし、る，
iスヒのよう／；＿／_i,I，：－ だえると， J'J:]1との主体的ヱード
ル／ ，（ーをひきどすという fJI下JfJ, 今Hみられるよ
うに lC、有i原涯にもと J_5 ＇・、し民主［ド］な形式を
とと山えると t‘、う }j[,i］におし、でいなく， f>i¥:lkトv お
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することによっどのみ可能で、あるようにおもわれ
パ目。
れ； l) i---I (i われ；＿1,...:.-J.＇） イ’！九 J；じむ，；，'i-




この農業生産協同体（1'J んよ；,'f1liを行なうためには，t 小良Lこと q て未知 ド ・' ?t '1< ・:'; t正午前i子段





















中l』1衆；にもとづい vて， ヂコ φコジアにおけあ農業生産
ほとんど調査を行なうことができな的制約か九，
:1;: [, ,j 
この誠査を基礎iこ，次回はそのよ・1な点
；二，fl.点を ，［5




じ； l,' ; 'I:業生産協同組合＇.＇） (1J,:'" ,1) ，；：｝｝~；二 J 州、て全
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